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健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。(町民憲章より )

'77年

月号
No. 224 

トレーニング室で大はしゃぎ

鈴岡家庭教育学級のお母さんたち

1:1附lUJを生かしていろいろ勉強

しようーと、昨年12J'Jに発厄した

鈴岡家庭教-(1学級のお!吐きんたち

37人は 1月25目、総合体11館町 l

レ ニング引で14<11テストにjj凶現。

パーべんを Lち上げたリ、ランニ

ングトレーナーでかけ足するお母

さん。(巧点) 日ごろ家胞にと じこ

もりがちな主制も、この日ばかり

は大はしゃぎJ冬のijf;flll不足む体
行館にくれば解消しますね」 と計十

ってくれる石川行イさんやみなさ

んは、とくに健康管理に強を入れ

てきただけにとて L意欲的です。



生
長
境
の
整
備
に
強
い
関
心

婦、ー11 
12会場に300人

町政懇談会

新
し
い
住
吉
生

争

活
改
善
セ
ン
タ
ー

で
熱
心
な
話
合
い

意
見
は
積
極
的

に
町
政
へ
反
映

こ
町
あ
と
地
区
町
代
表
が
司
会
に
当

た
り
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
町
理
事
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
、
将
来
的
見
通
し
に

つ
い
て
直
接
答
え
ま
し
た
。

+
二
会
場
で
は
、
い
ぜ
ん
道
路
、
側

桝
の
務
側
、
除
雪
問
題
が
中
心
。
ま
た、

生
活
環
境
内
務
備
に
も
強
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、}
れ
ら
を
尊
重
し
積
極
的
に

町
政
に
お
り
込
み
ま
す
が
、
今
後
も
意

見
、
要
望
は
い
つ
で
も
気
軽
に
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
お
も
な
問
題
と
回
答

は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
地
区
町
都
談
会
に
は
、
町
長

・
教

育
長

・
各
謀
長
が
出
席
。
ま
ず
、
町
民

が
新
年
皮
肉
開
発
予
算
に
つ
い
主
の
奨

利
河
多
目
的
ダ
ム
の
別
査
促
市
あ
羽
別

川
直
轄
か
ん
ば
い
事
業
は
、
前
年
並
何

事
業
費
が
硲
保
さ
れ
、
①
Y

守
金
東
部
開

発
調
査
推
進
に
は
、
新
規
に
千
六
百
万

円
向
調
資
質
が
確
保
さ
れ
た
と
、
国

道

・
町
内
事
業
に
分
け
て
懸
案
事
墳
を

説
明
し
ま
し
た
。

TJ[ゆ

ツフ。事故が大半

新
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す
る

定
見

・
要
望
を
広
く
聴
取
し
て
明
る

〈
住
み
よ
い
町
づ
く
り

Jτー
と
、
毎

〈〉
防
犯
灯
の
設
置
、
街
路
灯
の
維
持
費

の
助
成
を
(奨
利
河
・
今
金

)
1
防
犯

灯
は
税
地
検
討
し
鮫
註
し
た
い
。
街
路

灯
同
補
助
法
単
も
規
定
し
た
い
。

。
早
期
除
雪
を

(全
町

)
l集
乳
車
内

入
る
前
に
と
円
安
留
は
当
然
で
あ
る
が
、

各
支
-
仰
の
巡
回
に
よ
り
遅
〈
な
る
。
時

間
帯
を
検
討
し
努
力
す
る
。

〈〉
市
街
地
国
道
の
拡
幅
、
歩
道
の
設
置

(
種
川
)
と
歩
道
の
除
雪
を
(
花
石
)

H

交
通
安
全
上
か
ら
も
早
期
実
現
の
た

め
関
係
機
関
に
要
制
し
て
い
る
。

。
奨
利
河
ダ
ム
建
設
の
見
通
し
は

(英

利
河
)
l
t
M
工
は
五
十
四
年
頃
の
見
通

し
な
の
で
、
学
校
な
ど
の
移
転
は
五
十

六
年
以
降
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

〈〉
季
節
保
育
所
の
開
段
、
生
活
館
な
ど

の
維
持
管
理
を
(
金
原
ほ
か

)
l季
節

保
育
所
は
前
年
同
様
に
実
施
、
維
持
管

理
費
な
ど
は
町
と
部
落
の
続
背
負
担
に

つ
い
て
明
礁
に
す
る
よ
う
運
営
委
只
会

で
内
規
等
を
定
め
た
い
。

〈
〉
患
者
輸
送
車
の
回
送
を
(
田
代
・
豊

田

)
1
花
石

・
日
進
町
診
療
所
廃
止
に

負傷者37人

昨
年
函
館
方
面
本
部
管
内
の
受
通
事
政
に
よ
る
死
者
は
五
十
四
人
で
、
前
年

を一

O
%も
上
回
り
、
伸
び
率
で
は
道
内
の
ワ
ー
ス
ト
2
と
い
う
暗
い
記
録
を

残
し
ま
し
芝
。

本
町
巳
お
い
て
も
例
外
で

8
く
、
昨
年
七
月
三
巴
美
利
河
橋
で
の
死
亡
事
畝

に
よ
り
二
年
連
続
不
名
営
怠
犠
牲
者
を
出
し
て
い
ま
す
ガ
、
事
部
絶
滅
の
願
い

を
こ
め
て
、
昨
年
一
年
間
の
事
政
内
容
を
分
折
し
て
み
ま
し
だ
。

(
資
料
は
今
金
嘗
察
官
派
出
所
提
供
)

トI昨宇高字通事故カ、ら1
死者 1人、

昨
年
一

年
間
に
町
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
(
人
身
事
故
)
は
発
生
二
十
四

件
で
死
者
一
人
と
一二
十
七
人
的
負
働
者

を
出
し
て
い
ま
す
。

前
年
と
比
べ
件
数
が
二
件
、
負
傷
者

が
十
人
と
ふ
え
、
死
者

一
人
に
よ
り
死

亡
事
政
ゼ
ロ
凶
二
七
日

間

で
ス
ト
y
プ
し
ま
し
た
。

一

こ
の
中
で
、
車
ど
う
し

一

が
十
二
件
、
車
と
自
転

一

車
が
二
件
、
車
と
歩
行

司

者
が
四
件
あ
リ
ま
す
。

国

事
故
原
因
を
み
ま
す

一

と
、
車
側
で
は
雪
道
で

一

の
ス
リ
y
プ
事
故
七
件
、

一

安
全
確
認
不
足
五
件
が

一

お
も
な
も
の
で
、
路
外

一

転
落
が
三
件
あ
り
ま
す
。

一

ま
た
、
自
転
車
や
歩
行

一
者
側
で
は
、
逆
転
者
の

一
脇
見
通
転
、
前
方
不
注

一

国
道
中
里

1
種
川

日

一
聞
の
急
カ
l
ブ
は
、

一
と
〈
に
事
故
が
多
い

スリ

志
の
た
め
大
き
主
事
故
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

運
転
者
は
、
二
十
四
件
の
事
故
の
ヲ

ち
二
+
七
歳
以
下
町
若
年
層
が
十
五
件
、

逆
転
経
験
二
年
末
洲
町
人
が
九
件
、
五

年
か
ら
+
年
末
洲
町
人
が
十

一
件
と
半

数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
経
験
の
浅
さ

と
、
ス
ピ
ド
町
出
し
過
ぎ
が
大
き
な
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年
間
か
れ
て
い
る
町
政
態
賊
会
。

こ
と
し
も
、

一
月
十
七
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
各
部
落
に
出
向
き
十
二

会
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
合
わ
せ

て
三
百
人
余
り
の
参
加
者
か
ら
地
域

的
切
実
な
嬰
望
や
町
づ
く
り
の
た
め

円
建
設
的
な
意
見
が
二
百
件
も
出
さ

れ
ま
し
た
.

伴
っ
て
実
施
し
た
も
の
で
、
路
線
内
的

運
行
時
間
等
を
考
慮
の
う
え
検
討
す
る
0

0
高
校
生
の
通
学
パ
ス
を
運
行
し
て

(
金
原
・
神
丘
・
日
進

)
1
中
学
校
統

合
問
題
等
も
あ
り
、
今
後
総
合
的
に
検

討
し
た
い
.

。
光
台
ス
キ
l
場
の
活
用
促
進
と
聾
備

を

(
種
川

)
1昨
年
か
ら
利
用
者
が
多

い
と
聞
く
が
、
除
雪
や
交
通
安
全
施
設

を
検
討
し
交
通
網
の
整
備
を
図
り
た
い
。

〈
〉
墓
地
の
裳
備
と
維
持
管
理
を
(
八
束
・

豊
田
ほ
か

)
1
将
来
、
火
葬
場
の
統
合

主
活
し
、
墓
地
公
園
も
造
成
す
る
計

画
で
い
る
。

。
奥
沢
ず
h
d
八
雲
聞
の
道
路
開
段
を

(
中
里

γ八
雲
側
同
林
道
か
ら
入

っ
て

見
て
は
い
る
が
、
将
来
の
た
め
に
建
設

常
任
委
員
会
な
ど
で
税
地
制
悲
し
た
い
.

0
種
川
に
湧
出
し
て
い
る
温
泉
の
活
用

と
今
後
の
計
画
は
(
種
川
・
田
代
)
H
H

昨
年
実
施
し
た
地
下
資
源
調
査
の
結
果

を
待
っ
て
結
論
を
出
し
た
い
。

〈
〉
金
原
・
日
進
聞
の
農
免
道
路
の
開
設

を
(
金
原
・
日
進
)
H
H

一
部
路
線
的
調

C 

早
ゃ
く
も
死
亡
事
故
発
生

負
傷
者
同
人
・
物
損
事
故
も
ロ
件

こ
と

L
こ
そ
は
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
続

け
よ
う
と
い
う
、
み
ん
な
の
切
実
な
願

い
も
む
な
し
ノ
¥
早
や
〈
も
本
町
か
ら

悲
惨
な
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

死
亡
事
故
は
一
月
二
十
九
日
住
吉
町

国
道
で
道
路
を
横
切
ろ
、
っ
と
し
た
中
里

町
遠
藤
タ
ケ
ン
さ
ん
(
日
歳
)
が
倶
知

安
町
に
住
む
伊
藤
さ
ん

(日記歳
)
の
巡

転
す
る
ト
ラ
y
ク
に
は
ね
ら
れ
、

一肌
と

胸
の
目
を
折
り
、
病
院
に
迎
ば
れ
る
途

中
、
死
亡
し
ま
し
た
。

こ
と
し

一
月
末
で
の
交
通
事
故
は
、

す
で
に
人
身
事
故
六
件
、
物
加
事
故
十

二
件
、
負
傷
者
は
十
一二
人
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
事
故
の
状
況
を
み
る
と
吹

雪
時
的
追
突
・
衝
突
が
大
半
を
占
的
、

お
も
に
国
道
二
七
七
号
制
輔
の
果
利
河
1

日
間
川
問
、
道
々
極
川
1
北
崎
山
総
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
拠
怖
と
も
い
え

る
勢
い
で
発
生
し
て
い
る
交
一泊
示
般
に

今
金
者
然
目
派
出
所
で
は
「
吹
雷

・
荻

宮
が
ひ
ど
い
と
は
い
え
、
無
線
運
転
が

多
す
ぎ
る
。
冬
期
間
は
車
間
距
離
を
保

ち
、
安
全
速
度
を
守
る
と
い
う
似
設
な

巡
転
を
心
が
け
て
ほ
し
い
」
と
ド
ラ
イ

バ
ー
に
強
〈
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

査
を
終
え
翻
授
賞
等
を
流
定
し
て
い
る
〕

卒
、
明
年
度
後
に
は
事
業
に
若
手
で

は

き
る
見
込
み
で
あ
る
。

〈
〉
住
吉
乗
降
場
晶
子
h
d
国
道
ま
で
の
舗
装

を
(
住
吉

)
1
全
町
的
に
舗
装
牢
が
低

く
市
街
地
で
も
末
実
施
が
多
い
の
で
、

砂
利
な
ど
で
補
修
し
た
い
。

〈
〉
市
街
地
山
手
線
の
道
路
拡
幅
と
舗
装

工
事
を
本
年
度
実
施
し
て
(
今
金

)H
住

宅
が
散
在
な
の
で
、
ま
だ
油
同
定
し
て
な

い
が
f
A相
中
で
拡
幅
は
ま
ず
洲
構
艶
備

に
よ
り
多
少
広
く
利
用
で
き
る
。

〈〉
濁
川
地
区
に
よ
水
道
的
役
置
を
(
八

東

)
l
当
初
向
山
仮
計
四
に
入
っ
て
い

な
い
の
で
、
今
後
円
計
閲
変
更
に
よ
り

取
り
組
め
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

〈
〉
馬
が
現
在
高
値
と
い
わ
れ
る
の
で
飼

育
を
奨
励
し
て
は

(今
金

)
l
農
畜
産

業
は
地
力
の
維
持
増
進
か
ら
重
要
で
あ

る
。
農
業
委
員
会
か
ら
町
農
業
振
興
対

策
に
つ
い
て
の
諮
問
答
申
書
も
き
て
い

る
の
で
、
今
後
の
方
策
を
知
ら
せ
た
い
。

八
〉
稲
作
の
買
入
れ
が
き
び
し
い
が
今
年

の
指
導
は
(
今
金

)
1新
規
造
凹
も
あ

り
、
畑
作
か
ら
み
て
適
作
物
で
あ
る
の

で
限
度
数
訟
の

m大
と
自
主
流
必
米
の

対
処
に
努
め
た
い
。

。
農
集
電
信
の
一

般
化
推
進
を

(豊
田

ほ
が

)
l屯
報
氾
結
局
に
要
情
し
早
期

実
現
に
努
め
た
い
。

。
消
防
水
利
計
画
の
作
成
と
消
火
器
の

助
成
を

(種
川
・
中
里

)
l
防
火
用
水

町
確
保
は
消
防
支
署
で
計
画
を
進
め
る
、

消
火
器
は
各
戸
で
完
偽
願
い
た
い
。

。

愛

情

銀

行

か

ら

-
金
銭
預
託
・
払
い
出
し

マ
大
合
勝
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か

ら
光
の
虫
学
聞
に
三
千

円

今

金

小
百
合
保
有
胞
に
二
干
同

マ
今
金
日
赤
奉
仕
団
(
代
表
伊
藤
ト

ミ
ノ
さ
ん
)
か
ら
火
災
見
舞
金
二

万
円
を
伊
藤
伊
三
郎
さ
ん
へ
。

マ
重
村
克
幸
さ
ん
と
重
村
栄
吉
さ
ん

(
昭
和
町
)
か
ら
三
万
円
を
些
寿

回
二
万
円
を
光
町
里
学
図
へ
。

.
物
品
・
払
い
出
し

マ
今
金
日
赤
奉
仕
団
か
ら
お
し
め
七

十
七
枚
を
八
雲
国
立
療
養
所
、

マ
樋
川
綿
入
会
(
代
表
向
怖
政
子
さ

ん
)
か
ら
お
し
め
二
百
五
十
枚
を

盟
舟
凶
へ。

マ
稲
制
官
制
州
人
会
(
代
表
佐
々
木

?
y

ノ
さ
ん
)
か
ら
お
し
め
六
十
枚
を

州
勢
凶
へ

引

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
し
ま
し
た
。
〔



J

然
、
の
道
路
を
快
適
に

身
近
な
除
雪
に
協
力
を

雪
に
固
ま
れ
だ
長
い
冬
の
生
活
|
。
楽
し
い
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ツ
に
欠
か
せ
な
い
雪
も
、
と
き
に
は

生
活
を
曾
か
す
大
敵
に
変
わ
る
も
の
で
す
。

と
く
に
こ
れ
か
ら
は
、
ド
力
雪
や
急
潔
な
融
雪
シ
ー

ズ
ン
に
向
い
ま
す
。

4
2言
は
、
冬
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
除
雪
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
国
道
は
除
雪
し
て
行
っ
た
が

仲
通
り
は
ま
だ
来
な
い

i
。
歩
道
が

雪
山
で
子
供
向
通
学
が
心
配
だ

」

こ
と
し
は
、
年
明
け
早
々
、
連
日

の
ド
カ
雪
が
重
主
り
、
町
に
は
こ
う

し
た
要
望
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
「
冬
同
道
路
か
り
雪
を
解
消
で
き
た

ら

L

い
う
ま
で
も
な
ノ
¥
除
雪
を

完
全
に
し
た
い
と
い
う
の
は
み
ん
な
の

闘
い
で
す
。

ー

勺
十
字
は
一
岨
行
止
め
に
し
な
く
て
は

と
て
ら
歩
け
ま
せ
ん
。
」と
交
通
安
全

に
気
を
〈
ば
る
市
街
地
の
天
満
消
治

さ
ん
(
八
脈
問
)
は

「
こ
れ
で
や
っ

と
安
心
で
す
。」
と

一
月
一
一十
出
日
か

ら
的
ま
っ
た
、
市
街
地
道
路
町
排
雪

n業
に
合
わ
せ
て
中
小
路
町
一
町
市
山
し

に
汗
だ
〈
て
し
た
が
、
こ
の
掛
今
内

戦
も
民
川
町
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
述
撚

ト
ラ
ン
ク
を
借
り
上
げ
て
行
う
も
の

で
、
昨
年
二
日
半
で
処
思
し
た
排
雪

も
ご
)
円
相
雪
で
は
十
日
間
は
か
か

る
。
そ
の
刊
用
は
川
百
万
円
ほ
ど
で

す
。」と
除
雪
山
口
に
頭
が
補
い
町
建
設

課
で
は
、
各
支
似
の
幅
出
し
や
こ
れ

か
ら
の
ト
カ
雪
に
備
え
て
再
度
、
除

雪
計
画
を
た
て
な
お
す
方
針
で
す
。

路
上
駐
車
は
や
め
て

一
方
、
除

・
掛
雪
の
最
大
内
障
害
は

路
」
目
半
で
す
。
「一

度
除
雪

4
に
乗
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
e

ど
ん
な
に
じ
や
ま

な
も
の
か
」
と
町
除
雪
相
当
の
腕

日
は
腕
〈
。
と
〈
に
吹
雪
な
と
は
朗
卓

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ず
、
除
雪
に

よ
る
事
故
が
起
き
て
は
大
変
で
す
。

や
む
を
え
ず
世
く
場
合
に
は
、
必
ず

赤
い
布
な
ど
で
表
示
を
し
て
お
き
、
車

内
持
ち
王
町
氏
名
述
絡
先
屯
話
番

号
な
ど
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
除
雪
作
業
を
能
率
的
に
キ
メ

細
か
く
す
る
た
め
に
は
、
主
ん
と
い
っ

て
も
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子F 岨 恥 4九 '

V雪のハネ場がない今金市街の道路は
1メートル近い高さに積りブルで押し
た雪山は軒先までとどくありさま

... rニれでは二まりますノ」
町民センデーの駐車場に放置された
車カ、あると除雪もできません。

"f 

ノ

町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
要
望
を
で

一

き
る
だ
け
取
り
入
れ
よ
う
と
、
毎
年

一

機
動
力
的
幣
備
を
図
っ
て
い
ま
す
が

nM
的
に
も
現
伏
で
は

一
O
O
%
はい此

理
で
す
。
除
雪
は
、
第
一
に
市
街
地

や
国

・
道
々
に
接
続
す
る
路
線
次

に
、
毎
日
の
や
e

ヲ
路
を
は
じ
め
.
生

活
道
路
な
ど
に
必
要
主
主
要
道
路
を

優
先
的
に
行
う

一
級
路
線
と
、
そ
の

他
的
二
紙
路
線
と
に
分
け
、
効
率
的

に
逆
行
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
町
町
道
認
定
路
線
は
、

二
育
二
十
路
線
内
総
延
長
二
百
六
」l

J
。
こ
れ
に
対
し
て
今
冬
の
年
討

画
路
線
は
、
九
十
五
路
線
の
宵
卜
J

を
予
定
。
全
体
的
五

O
%
が
限
度
で
、

一

こ
の
う
ち
英
利
河

・
花
石
中
川
下

光
台
地
区
は
幹
線
が
国
道
の
た
め
民

間
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
路
線
的
多
く
は
、
苛
を

道
路
わ
き
に
押
し
寄
せ
る
括
川
で
す

が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
刑
J

の
機
動

力
が
必
裂
で
す
。
町
の
機
動
力
は
ン

ョ
ベ
ル
ロ

l
ダ
l
二
台

グ

レ

ダ

l
一
台
ダ
ン
プ
除
古
車
三
台
と
介

わ
せ
て
六
百
を
配
置
。
こ
れ
を
市
街

地
・
阿
川

・
神

丘

八

束

全

原

方

而
円
五
地
区
に
分
け
、
早
朝
六
時
に

出
動
し
て
い
ま
す
。

一
回
の
初
雪
に
四
百
万
円

寸
今
年
円
相
官
は
も
っ

一
口
に
達

L

今
日
排
雪
し
て
く
れ
主
か
っ
た

，.~酢

句胸.司令

計
数
科
目
的
指

4
1川
闘
を
中
心
に
複

式
教
育
的
研
究
、
充
実
に
取
り
組
み
、

成
川
市
を
あ
げ
た
神
丘
小
ザ
校

一四
型
山

部
校
長
)
が
昭
和
五
4
一
年
皮
肉
沼
教

育
実
践
表
彰
を
受
口
し
ま
し
た
。

神
丘
小
川
f
校
は
、
昭
和
問
十
八

4
皮

か
ら

4
十
年
度
ま
て
に

「単
似
教
育
」

の
文
部
作
研
究
指
ウ
拝
校
と
し
て
、
強
い

意
志
と
聞
は
か
な
感
受
性
を
持
つ
子
ど
も

内
育
成
を
回
線
に
、
き
め
細
か
な

γ沼

街
持
、
主
か
で
も
釘
数
科
目
的
効
果
的
地
校
内
複
式
教
育
に
大
き
J
J
H
献
し
た

な
指
導
汁
川
両
に
取
り
組
み
、
管
内
へ
き
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

主
任
一
三
…

7
3
f
iと
一
一

t
i
A

zz=一
一三三主主主
-W
一濃
尾
忠
ーめ
)死
一得
点
川
=
=
=-=一三一三一三一三一三一三=一三一言

聞
か
れ
る
全
国
会
議
に
本
迫
代
表
と
し

て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

/
加

藤

さ

ん

に

は

厚
生
大
臣
表
彰

え
よ
り
自
然
は
政

し
い
宋
さ
の
巾
に
も

い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み

ゃ
活
動
的
坊
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

中
て
も
ス
キ

は
多
く
の
人
び
と

に
親
し
ま
れ
冬
同
生

活
を
楽
し
〈
過
ご
す

う
え
で
大
き
な
役
相

を
果
た
し
て
い
ま
す

μ
に
詰
丘
「
酔
〈
ス

3

i
i

j

 

キ
l
」
を
行
う
人
達
カ
ケ
什
地
で
よ
〈
見

か
け
ま
す
。

こ
の
歩
〈
ス
キ
ー
は
‘
単
に
ス
キ
ー

の
歩
〈
段
階
の
成
本
技
術
と
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
は
主
く
、
冬
的
自
然
の

中
を
自
由
に
歩
き

J

出
走
す
る
な
ど
‘

寸
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
運
動
」
が

千
特
に
楽
し
く
で
さ
る
こ
と
か
ら

一
般

に
み
な
お
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

自然を楽しもう

「歩くスキー」て

t 

/ 
実神
践丘
で小
全学

道時
表教
彰育

本青/

道年
代農
表業
巴者
7¥..A 

百議
亡の
ん

北
海
近
と
道
4
H
ク
ラ
ブ
連
絡
協
説

会
主
催
の
五
十

一
年
度
全
道
背
年
内比業

者
会
設
は
一
月
二
十
六
日
、
札
悦
市
で

i

p

h

E

聞
か
れ
、
愉

‘
聞
d
iu-
-
山
管
内
代
表

・

・

h
w
γ
匂
岨
聞
の
天
沼
寧
さ

4a，，，‘

.a・
圃

ん

(
幻
歳

4
・
神
丘
・
写
真
)

が

「水
田
と
酪
底
的
複
合
経
営
を
固
さ

し
て
し
の
実
践
活
動
的
成
果
を
発
表

稲
作
部
門
十
一
一
名
町
参
加
者
向
中
か
ら

最
優
秀
引
を
継
得
し
、

三
月
に
東
京
で

企今村教授の実技指譜に受講者も真剣だ

歩
く
ス
キ
!
の
特
色
は
軍
幸
男

女
を
問
わ
ず
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
能
力
に
応
じ
て
で
き
る
争
干
軽
に

史
地
や
野
山
を
滑
走
し
、
弘
、
の
白
扶

を
楽
し
み
な
が
ら
休
力
づ
く
り
が
で

き
る
3
特
別
指
導
を
受
け
な
く
て
も

附
単
に
行
え
る
安
協
が
自
在
で
、

ス
キ
ツ
ア

・
ス
キ
i
オ
リ
エ
ン

テ
l
リ
ン
グ
ヰ
桐
々
の
能
力
に
合
わ

せ
て
楽
し
拘
る
⑤
け
が
の
心
配
が
少

な
く
、
そ
れ
で
い
て
日
険
む
を
味
わ

え
る
知
涌
只
が
比
較
的
安
く
そ
ろ
え

り
れ
る
な
ど
、
多
く
の
長
所
が
あ

り
ま
す
。

町
教
育
委
礼
会
で
は
こ
の
歩
く
ス

キ
ー
を
町
民
肉
体
力
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
汗
及
し
ょ
ワ
と
、

一
月
二
十

-

二
十
三
日
空
間
目
、
日
本
の
歩
く
ス
キ

の
命
名
者
で
あ
る
泣
教
育
大
手
町
今

村
似
古
教
授
を
招
い
て
、
初
の

「品
〈

ス
キ
l
指
導
者
減
開
会
を
聞
き
ま
し
た

が
、
ニ
札
を
契
機
と
し
て
こ
れ
か
ら

は
町
民
の
み
主
さ
ん
と
歩
〈
ス
キ
の

楽
し
い
行
半
を
計
回
し
て
い
き
ま
す
。

枇
在
は
、
神
丘
、
八
束
校
の
子
供
た

ち
を
中
心
に
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ほ
か
吸
い
体
育
釦
に
大
人
朋
三
十
台
、

子
供
用
五
十
台
の
歩
く
専
用
ス
キ
ー
を

購
入
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

判
別
し
て
く
だ
さ
い
。

と
か
く
、
家
町
中
に
と
じ
こ
も
り
が

ち
な
長
い
冬
町
生
泊
を
、
こ
の
歩
く
ス

キ
で
快
適
に
過
ご
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

C 4 J 

研
究
に
励
む
神
丘
小
の
先
生
た
ち

昭
和
二
十
四
年
か
ら
五
十
年
十
-
一月

ま
で
の
こ
十
六
年
間
、
民
生
児
草
委
貝

w
A
e
l圃
昭

和

二一
士

一

羽
町

、
封

、

r-
a年
か
ら
十
八

吋炉
魯
眠
、
必
年
内
耳

鳴
柑
泊

a・
，

aEE・
会
福
祉
協
議

γ
'-4
F
4
4
4
・
闘
会
理
事
と
し

て
轡
川
地
域
的
社
会
福
祉
の
同
M

進
に
貢

献
し
た
加
藤
固
恋
さ
ん
(
訂
歳
鶴
川

写
真
)
に
厚
生
大
臣
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

C 5 J 



町
内
で
の
昨
年

一
年
聞
の
火
災
発
生

は
建
物
七
件
、
林
野
二
件
で
、
損
害
額
、

一
千
百
二
十

一
万
五
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
と
〈
に
目
だ
っ
た
こ
と
は
建

物
七
件
の
う
ち
.
五
件
が
住
宅
で
あ
り
、

そ
の
原
因
は
子
ど
も
の
火
遊
び
=
一
件
、

た
ば
こ
の
不
始
末
二
件
に
よ
る
出
火
と

な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
火
遊
び
キ
」
防
ぐ
た
め
に
は
、

や
は
り
大
人
が
市
日
頃
か
ら
十
分
に
注

意
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か

し
、
火
に
対
す
る
興
味
を
一
方
的
に
禁

止
す
る
こ
と
は
、
そ
の
場
は
よ
く
て
も

結
局
人
的
自
の
な
い
と
こ
ろ
で
‘
こ

っ

び
・
た
ば
こ
に
注
意

そ
り
か
く
れ
て
遊
よ
な
ど
の
弊
害
が
で

て
、
か
え
っ
て
危
険
で
す
。
そ
の
年
齢

に
応
じ
火
の
正
し
い
知
識
な
り
恐
ろ
し

き
と
い
う
も
の
も
合
わ
せ
て
厳
し
く
し

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一一
月
は
と
く
に
空
気
が
乾
燥
す
る
季

節
で
も
あ
り
、
全
国
的
に
火
災
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
眼
房
器

具
の
点
検
、
寝
る
前
、
外
出
前
に
は
必

ず
火
の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

各
消
防
分
団
が

合
同
で
出
初
め
式

各家庭の防火徹底を呼ぴカ、ける今金骨団

町
消
防
団
恒
例
の
出
初
め
式
は
、

毎
年
、
美
利
河
花
石
相
川
今

金
の
各
分
間
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
各
分
団
が

一
堂
に

参
加
し
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
蛾
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

市
街
地
内
パ

レ

ド
は、

今
金
分

団
員
六
十
人
が
制
服
も
り
り
し
〈
き

び
き
び
し
た
動
作
で
市
中
を
行
進
し
、

町
民
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。
な
お
、
本
年
勤
続
に
よ
り
次
的
方

ヰ

表
彰
き
れ
ま
し
た
。

マ
道
知
事
表
彰

二
十
年
勤
続
l

田
中
義
雄
(
花
石
)
十
年
勤
続

1
秋

山
実

(種
川
)
守
道
消
防
協
会
長
表

b 

定J~ 200名にな り次第締切り o
b内寄 テキスト「実務に役立つ
法令解説」により、法令的基本
的事項並びに特暁建築物内用途

別規定内容を軍市的に解説する。
・NHK学園高校の新入生募集
illHゐ・楠山管内で現在60名町方
が勉強中町NHK半i咽は、放送を
利用して独自の教育を進める普通
科町通信制円高校です。

働きながら学ぽうとする助帯情

少年や家事に従事しながら学ぼう

とする人々のために、年代も 10代
から60歳以上と巾広〈、職業もあ
らゆる方面1に広がっています。

l>~}~人 n 2.000名b募集期間1
2月10日-3月日日(新中卒は 3
月31日まで)1>卒業後の資格は全

日i側、定時制高校と金〈同じですo
1> ， i~純I 申込みは函館局内NHK
学j~ljの係までどうぞ。

.前月号の歳末助け合い記事訂正
1月号「歳末助け合い」士中町

今金ライオンズクラブから 3万円
は 5万円、光町里、盟奇聞の各4

届出用紙(ハガキ)を直接お送リ

Lていますので住所や氏名など
必要事項を記入L、年金係で町長
内証明印をもらい切手を貼って投

函してくださ"0現況屈を拠出 L
ないと 6月期以降の年金が受けら
れないことがありますので、忘れ

ないよう提出してください。

・固定資産税額税台帳の縦覧を

昭和52年度内向定資産税が決ま
りま Lた。役場税務課では 3月 1
日カ‘ら 3月20日まてヨグ)I間、 xJ也
家屋内評価額などを記載した同定
資産税課税台帳をおみせします。

あなたの資産にかかる税金はな
になになのか一度確認Lてはいか
カfて。Lょうカ‘。
.入学通知書は届きま Lたか
こと L、小学校に入学する児1l(
は昭和45"手4月 2日から昭和46年
4月 1日までに生まれた児京です。
1月30日に入字通知性をお送り
しま Lたが、まだ届いていなかっ
たり、通知書町内在に不明な占が

ありましたら町教育委員会へこ'述

身¥
おしらせ

.保育所の入所児を募集

町では今金保育所と今金季節保
fi所及v'今金小百合保育閣の入所
児童向申蛸を同時に'豆け付けしま

す。入所希望者は 2月23日から 2
月26日までの問、役場3階研修室
において受け付けLます円で前年
の課税所得を証明する書類、樟働

証明、印鑑を持事のうえ、申請し
てください。なお、季節保育所等

の保母さん16名を募集します。希
望者は 3月 5日まて'役場福祉詩lへ g

一

て

一

f

ィ
雌

包

置

便

の

い

貨

に

を

ま

動

連

一

て

、

名

殺

を

。

規

る

の

化

い

な

れ

、

る

γ

F
-D膨
一
司
樹
似

uru化
空
{
」
。
包
る
力
つ
は
者
は

回国

す

仰

さ

行

丸

み

さ

は

れ

1
ノ

な

定

R

J

ど
市
U
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成

る

物

行

お

と

写

ら

す

ツ

行

に

理

降

弱

ま

徽

対

力

非

C

、
芯
に
さ

り
一

勝

島

J
J
t
b

恥

つ
V
一
泊
予
で
非
、
な
ま
か
対
テ
を
一
一
骨
以

4

い
田
川
に
ツ
年
ど
が
ガ
合
務

よ
一

劃

働

J
r

u
一
以
ル

L
F↑
人
の
題
い
い
来
こ
ス
導
力
ゆ
持
の
て
飯
田
刊
す
少
芯
ザ
示
場
嬰

杭一

一一一問

先
一
位
説
明
鷲
一
同
誌
一
制
民

ι一
一
伊
崎
町
一
酎
…
?
山
一
心
開
繋
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1
一
山
崎
一
吋
一
的
ふ
抗

措
一
端

一示

h
開

討

取

い

!

服

故

湾

つ

ガ

生

は

定

白

押

ス

笛

午

さ

に

弘

統

底

鱈

て

切

ガ

対

ま

桂
一
高
濃

日

尉

恥

酎

弘

巳

捌

事
川
口
い
昂
ガ
て
隠
し
業
の
臨

r
下

と

も

光

、

慨

毘

つ

適

機

に

し

演
一
一
峨
徒

同
刊
紙

m
t草
叩
山
間
い
か
と
出
問
題
い
故
一
示
う
こ

m
w
@
絡

こ

て

一

化

側

、

行

も

矧

ど

い

消
一

動

絡

叩

あ

ほ

濃

い

岬

閣

し

と

る

も

潤

あ

に

表

よ

。

の

地

運

る

し

の

強

け

策

を

う

販

恕

綴

て
創造
主
誤
認
震
お
お
説
明
時
開
髄
怖
に

E
Z
-町
四
時
叙
努

一

ノ

に

動

さ

利

機

う

え

つ

入

ぢ

販

絡

を

い

管

③

己

表

創

世

間

ち

妨

て

さ

い

小

よ

彰
特
別
功
級
世
丁
加
藤
春
吉
(
花
石
)

=
一
十
年
勤
続

l
及
川
良
・
栗
山
幸

雄
(
今
金
)
山
石
哲
雄
早
坂
悦
次
郎

安
達
一
夫
安
達
芳
雄
・
佐
々
木
管
二
郎

(極
川
)
篠
田
正
喜
・
阿
部
久
治

・
緒

方
一
雄
安
藤
崎
町
次
郎
・

日
下
昭
二
郎
・

畑
沢
留
吉
(
花
石
)
二
十
年
勤
続
l
柳

良
治
芳
賀
鈴
夫

(今
金
支
署
)
十
年

勤
続
l
内
』
ケ
島
和
之
永
井
敏
治
・
安

西
昭
雄
・
山
口
勇

・
螺
良
孝
司
(
今
金
)

佐
竹
紀
道

・
山
田
忠
夫

(花
石
)

ま
た
、
長
い
間
副
団
長
と
し
て
活
問

し
た
松
井
正
男
さ
ん
の
他
界
に
よ
り
新

し
い
幹
部
は
次
め
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

マ
団
長
多
国
貞
太
郎
マ
副
団
長
阿

部
正
夫
及
川
良
守
今
金
分
団
長
山

崎
敏
雄
マ
同
副
分
団
長
河
村
昭
夫

。

町

職

員

の

人

事

。

{
一
月
一
日
付
〕

マ
新
採
用
ム

教
育
委
員
会
休
育
振
興
係
福
地
邦
夫

〔十
二
月
三
十
日
付
}
マ
退
職
ム

菊
地
栄
子

(保
健
婦
)

千円は各 3 千円の~~りでした円で
訂正Lます。なお、新たな収入に
より町内短期入院忠者47人に各1.

叩O円、火災受災者 3件に各 5千
円が附句れま Lた。
・昔の写真をお貸 Lください。
町では今年80周年を迎えるにあ
たり、昭和30年以前向写其を収集
しています。境在、石橋カメラ病

的こ協力により 部公開展示を L
ていますが、 「こんなのもある」

という方は役場広報係までお辿絡
くださ， '0 出l基80周年記念や町史
編さん資料に役立てますので、ご
協力をお単品、 Lます。

ネ吾くえゴさも、。

.利別川敷地使用許可の更新を
一級河川利別川町河川敷地使用

内許可は 3年ごとに更新すること
になっています。許可を受けて使

用 Lている農家町方で引き続き使
用される方は、開建利別川改修事
務所管理係で手続きしてください0

・建築基準法講習舎の開催

道では 建築関係技術者を対象
に法令講習会を止のとおり開催 L
ます。

1>3月11日 函館市共'霊会館
b受付 2月14日から各支庁建設
指導課及び各町建築係で受付け

.婦人科{子宮がん)横診

北海道対がん協会的移動輪診車
による婦人科がん検診を 3月12日
14、15日に行います。対車は30歳
以上町婦人で受診人n350名です。
申込は受診料 900円(70歳以上は
無料)を添えて 3月 5日までに福
祉課衛生係へ申L込みください0
・老齢年金の受給者は現況届を

昭和51年 2月15日以前から、国
民年金の老齢年金、通算老齢年金
を受けている方は、毎年 l回 2 
月15日までに「国民年金受給権者

現況届」を提出することになって
います。 1月中に社会保険庁から

( 6 ) 

魅
力
あ
る
青
年
活
動
を
目
ざ
す

⑨⑧⑧⑧⑮ 

今
金
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

「
我
々
は
も
っ
と
向
幻
を
も

っ
て
民
業
に
取
り
組
も
、
づ
L

「
ス
ポ

l
ソ
吊
動
も
よ
い
が

趣
味
を
生
か
し
た
文
化
而
に

も
相
似
的
に
進
め
よ
う
」
と
活

発
な
立
見
や
討
議
を
ぷ
つ
け
合

っ
て
い
る
今
金
町
守
年
間
体
連
絡
協

議
会
の
青
年
た
ち
。
今
年
は
n

み
つ

め
よ
う
我
ら
の
活
動
、
我
ら
の
背
春

を
テ

7

に
一
月
九
日
、
総
合
体
行

館
に
存
地
区
か
ら
三
十
人
的
若
者
が

参
加
し
て
「
背
年
研
修
大
会
し
を
開

き
ま
し
た
。
(
写
真
)

大
会
で
は
、
停
滞
ぎ
み
の
引
年
活

動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
「
各
国
円
以

が
制
極
的
に
勉
強
す
る
芯
織
を
持
つ
}

「
各
凶

μ
一
人
ひ
と
り
が
指
導
者
円

以
場
に
な
っ
て
行
事
を
盛
り
上
げ
よ

う
L

「市
街
地
内
若
者
向
加
入
を
呼

び
か
け
よ
う
し
も
ど
の
問
題
占
を
熱

心
に
討
議
す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
古

年
活
動
を
目
ざ
す
若
者
の
心
意
気
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

、円売3存続炎え岳

サi惨

閉
め
つ
ぐ
な
い
の
た
め
に
す
る
も
の
で

は
な
い
。
作
業
と
か
勉
岳
は
、
そ
れ
自

身
に
他
う
ち
の
あ
る
行
為
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
い
ま
の
学
校
で
は
、
子
ど

も
が
興
味
を
も
っ
て
‘
自
ら
進
ん
で
作

業
を
し
た
り
、
勉
強
し
た
り
す
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
。

し
か
る
に
、
作
業
や
勉
強
を
簡
と
し

昭
和
の
ひ
と
け
た
生
ま
れ
の
お
と
う
て
や
ら
せ
る
こ
と
は
、
た
い
せ
つ
な
作

さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
が
小
学
校
の
こ
ろ
、
業
や
勉
強
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
非

学
校
で
い
た
ず
ら
を
す
る
と
そ
の
剖
に
、
常
に
価
値
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

清
掃
や
校
庭
内
草
む
し
り
を
先
生
が
命
っ
て
、
子
ど
も
は
、
そ
れ
が
た
め
に
勉

じ
た
。
ま
た
、
勉
強
を
な
ま
け
た
と
い
強
を
軽
視
し
、
し
ま
い
に
は
作
業
や
勉

つ
て
は
、
淡
{
才
乞
百
字
書
け
な
ど
と
い
強
を
い
や
が
り
、
そ
れ
を
苦
痛
に
感
じ

っ
て
、
む
き
と
り
を
罰
と
し
て
や
ら
さ
る
よ
う
に
す
ら
を
る
の
で
あ
る
。

れ
た
こ
と
が
記
憶
に
あ
る
と
思
う
。
家
庭
で
も
、
加
の
つ
ぐ
な
い
に
手
伝

家
庭
で
も
、
窓
ガ
ラ
ス
を
わ
っ
た
例
い
を
さ
せ
て
い
る
と
、

子
ど
も
は
だ
ん

に
、
お
使
い
に
や
ら
さ
れ
る
。
ケ
ン
カ
だ
ん
手
伝
い
を
し
な
く
な
る
。
そ
の
こ

を
し
た
前
で
、
フ
ロ
に
水
を
入
れ
さ
せ
と
は
、
手
伝
い
が
非
行
と
結
び
つ
い
て
、

る
。
こ
う
し
た
し
つ
け
は
、
家
庭
に
よ
勤
労
が
不
純
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
か

つ
て
は
い
ま
で
も
行
っ
て
い
る
向
き
が
ら
で
あ
る
。
家
庭
で
も
、
学
校
で
も
十

少

な

く

な

い

。

分

気

を

つ

け

た

い

も

の

で

あ

る

。

だ

が

、

作

業

と

か

勉

強

は

、

決

し

て

(

神

丘

小

学

校

長

)

寸
)
》

l
i
--h
i
、i
h
i
l
l
B
l
i
t
i
h
i
s
-
h
i
:
i
l
i
-
-
1
1
s
il
i
--
f
}

一

呆
ー
も
叫
M
Y

人
間
に
と
っ
て
り
出
さ
れ
て
お
り
幼
児
や
病
人
な
ど

一

A
川
伽
窓
快
適
な
温
度
は
五
気
管
的
弱
い
人
に
は
最
適
な
機
械
で

一

一

1

0
%か
ら
七

O
%

す
。
こ
れ
が
あ
る
と
、
た
ち
ま
ち
竺

一
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

度
は
上
が
っ
て
全
休
が
暖
か
い
よ
う
↑

一
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
燃
焼
し
続
け
る
と
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
空
気
一

一
室
内
の
温
度
は
極
度
に
低
く
な
り
ま
が
乾
い
て
い
る
と
体
表
而
が
蒸
発
す
一

一
す
。

ボ
l
ん
に
木
を
張
り
室
内
湿
度
る
の
で
熱
が
奪
わ
れ
よ
り
架
く
感
じ

一

一
を
下
げ
な
い
く
ふ
う
を
し
て
み
ま
し
る
の
で
す
が
、
湿
度
が
上
が

っ
て
み

一

一
ょ
う
。
最
近
は
蒸
気
発
生
装
置
も
売
る
と
、
暖
か
く
感
じ
る
わ
け
で
す
。
一

「

i
l
i
I
l
l
i
-
-
!
i
i
i
l
j
i
ll
L
(7) 

よ
き
教
育
マ
マ
さ
ん
に

。
お
使
い
や
め
掃
を
い
や
が
る
子

そ
ん
参
チ
と
も
に

だ
れ
が
す
る
の
が
。
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1
日
こ
内
リ
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目
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B
L
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卒
中
1
4
L糸
1
-三
日

確
定
申
告
は
お
早
め
に

八にきペコ 巾 っく さ It n ;，;. iE 月巾
FI見、か脱税 ;41こ なは ~ー\/ーーでー=一~\( れ位納 L所+作 11目
とじた 額控しつり件/'て二一晶玉~I-N全都内庁 ぷJ¥ ば外 税 〈 得五 と 和
万三zz号f手手説 得空予想ぜ史之ツ12E出立 EE説f
草に :n:はよ 向 。.t'.!¥て a，tι 圃』 ず ，(，にし では 一
日す っ 万 、うで'1' 1徐 ~ .f 岨晒圃..."'!"l・‘ 、指なて白で、 11:"
i い法 二 。官、;';な} ・r'~/ .....、.1司司 ま悦つ LIJ 分 す 二 分
今なてと の 札 11Fど 司;~f c;'干3息子:す た M て山で 。!l 円

高均三 :|;JZ 市民2 1d7.〆忌!享受6 12E品需 主話
役 ー で代 中 限時的 rイ孔弘か歯'¥J.r;.v-lI'IJ! 巾'1'す税や 口悦
場 JJb占、 までら 、可くが一司~品以 刊行。 す税 かの
で ー 判|の 所 でもれ ¥1 件τ=土;-W::.'-'1f:(7¥ のしこ る古買 ら航

納十 1淡 ~} 1平 にけな丸 一 一一一一 二 一一一 一ー 一一 ーとな の申を 三 定

悦
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
公
慨
に
ご

利
問
く
だ
さ
い
。

巾
北
川
町
必
要
な
ん
は
①
商
業
、
民
業

飲
食
業
な
ど
の
事
業
を
し
て
い
る
方
②

地
代
、
一
本
民
、
配
当
な
ど
の
所
得
が
あ

っ
た
H
③
山
林
‘
宅
地
、
そ
の
他
中
立
花

を
A
渡
し
た
五
ど
で
昨
年
中
に
所
仰
が

E

あ
勺
た

H
@給
与
所
仰
い引
で
‘
ぷ
口
、
-
一

配
当
主
ど
町
、
給
与
以
外
的
所
仰
」
が

一

あ
っ
た
方
1
4ど
で
す
。

巾
刊
を
す
る
と
き
に
は
川
以
徴
収

県
や
符
除
の
た
め
に
必
裂
な
小
命
保
険

司
川
口
ト
り
土
史

H
.
r人
百
代
‘
市
J
H
立

1

J

e
l
i
-

-
4司

i
J
;

ど
の
川
明
代
川
、
明
制
川
矧、

AL叫
の
と

き
の
先
日
加
古
約
内
主
ど
円
1一
め
に
地
附
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

一
申
告
す
れ
ば
税

一
金
の
も
ど
る
人

雌
定
中
山
を
す
れ
ば
税
令
の
む
ど
る

人
的
巾
山
は
、
円
か
ら
悦
務
官
円、

役

肌切
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
円十的
に
山中
刊
し
て
く
だ
さ
い
，

主
お
、
山
十
九
年
に
住
宅
取
件
住
除

の
適
用
を
長
け
た
方

r
l
イ
一
午
に

u

宅
を
新
築
、
購
入
さ
れ
た
方
で

定

的
要
件
を
附
え
て
い
る
均
合
に
は
、
税

制
か
ら
恥いけ川
コ一
万
円
ま
で
到
し
引
か
れ

ま
す
円
で
忘
れ
ず
中
山
し
ま
し
ょ
っ
。

ぜ。

川
河
山
主
川

(
広
明

川
げ
山
叫
針
松
長

(山川

ι
)百

円
以
旧
門
行

(内
川

r
H
川
)
小

に
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

U
N
川

辺

雌

H
谷

川

忠

仲

山
川
川
町
村
H
沿
正
紀

E
，l
u
附

池
川

I

川
判

H
阿
知
地
点
。
日
l

t
t
ら
h
I
l
台
、

H

A
T
昨
日
川

u
t
'
4
t
T
l

川
林

山
H
ド八尚

t
f
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